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君たちとともに希望をもって‥

片品小学校卒業式後の皆さん（3/24）
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合
併
問
題
も
「
自
主
自
立
」
と
決
ま
り

ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
地
区
を
中
心
に
小

さ
な
自
治
の
取
り
組
み
も
始
ま
り
ま
し
た
。

村
の
将
来
計
画
で
あ
る
総
合
計
画
の
見
直

し
を
昨
年
か
ら
行
っ
て
い
て
、
今
年
は
大

詰
め
の
年
で
す
。
村
民
の
皆
さ
ん
と
大
い

に
議
論
し
英
知
を
出
し
合
い
、
い
っ
し
ょ

に
新
し
い
村
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド

は
、
こ
の
豊
か
な
「
自
然
環
境
」
に
あ
る

と
考
え
ま
す
。
そ
の
環
境
を
生
か
し
た
暮

ら
し
や
経
済
活
動
が
大
切
で
す
。
村
に
は

全
国
的
に
有
名
な
「
尾
瀬
」
が
あ
り
、
村

外
か
ら
見
ま
す
と
、
片
品
そ
の
も
の
が

「
尾
瀬
」
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
こ
の
村

全
域
を
「
尾
瀬
の
郷
」
と
し
て
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
を
確
立
し
、
経
済
戦
略
を
立
て
、

暮
ら
し
の
基
礎
を
築
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
や
観
光
な
ど
、
尾
瀬
の
郷
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
広
く
ピ
ー
ア
ー
ル
し
、
付
加
価

値
を
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
農
産
物
や
加
工
品
を
は
じ
め
、

料
理
や
温
泉
、
お
い
し
い
水
、
林

業
や
商
工
業
、
何
気
な
い
暮
ら
し

に
至
る
ま
で
、
村
民
が
誇
り
を
持

っ
て
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
村
を
築
い

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
村
民
ひ
と
り
一
人
の
豊

か
な
心
、
安
全
・
安
心
の
生
活
面

で
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
教

育
や
、
進
む
高
齢
化
社
会
に
対
処
す
る
た

め
の
き
め
細
か
な
施
策
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

地
方
財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に

厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
片
品
村
に
お

い
て
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
財
政
の

健
全
化
に
向
け
て
職
員
が
一
丸
と
な
り
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
実
行
す
る

た
め
に
は
、
村
・
議
会
・
村
民
が
一
致
協

力
し
て
、
お
互
い
に
痛
み
を
分
か
ち
合
い

な
が
ら
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
お

金
が
な
い
と
こ
ろ
は
、
皆
さ
ん
の
知
恵
と

体
力
を
お
借
り
し
補
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
の
私
や
村

に
対
す
る
意
見
・
提
言
、
小
さ
な
自
治
で

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
内
容
、
村
外
の
応
援

者
か
ら
の
ご
提
案
な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
声
を
お
聞
き
し
た
結
果
に
基
づ
き
、
私

は
「
勇
気
と
決
断
」
を
も
っ
て
、
こ
の
構

想
実
現
に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

〝
小
さ
く
て
も
輝
く
珠
玉
の
村
〞
を
目
指

し
て
、
が
ん
ば
り
ま
す
。

村
民
の
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
実
現
を

◆
歴
史
を
生
か
し
た
村
づ
く
り

・
昔
使
っ
て
い
た
街
道
の
復
活

・
歴
史
的
価
値
の
あ
る
資
源
の
保
存
と

公
開

◆
環
境
に
優
し
い
村
づ
く
り

・
環
境
宣
言

・
へ
ぎ
等
の
使
用
を
促
進

・
水
を
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
森
林
と

滝
（
観
光
名
所
と
し
て
も
）

◆
自
然
を
生
か
し
た
村
づ
く
り

・
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
の
養
成
と
活
用

・
自
然
散
策
コ
ー
ス
の
開
発

・
尾
瀬
を
唄
う
音
楽
祭
の
開
催

・
手
づ
く
り
マ
ッ
プ
の
作
成
（
地
元
資

源
の
発
掘
、
活
用
）

・
峠
道
の
活
用
（
景
色
・
湧
き
水
・
石

仏
・
小
鳥
の
さ
え
ず
り
）

◆
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
開
発

・
大
白
大
豆
の
生
産
、
加
工

・
山
ブ
ド
ウ
、
フ
ウ
キ
モ
ジ
等
の
栽
培
、

加
工

・
安
全
・
安
心
野
菜
と
加
工
品
の
開
発

・
尾
瀬
わ
さ
び
等
の
開
発

◆
観
光
事
業
へ
の
新
た
な
視
点

・
休
耕
田
等
を
活
用
し
た
都
市
交
流
農

村
体
験

・
森
林
と
温
泉
を
活
か
し
た
健
康
増
進

事
業
の
開
発

・
ぐ
ん
ま
文
化
観
光
社
片
品
の
活
性
化

◆
若
者
が
い
き
い
き
活
動
で
き
る
村
づ

く
り

・
農
業
後
継
者
の
育
成
（
農
業
の
魅
力

を
再
確
認
）

・
村
内
企
業
の
育
成
と
企
業
誘
致

・
若
者
活
動
の
拠
点
づ
く
り

・
村
外
の
若
者
と
の
交
流
促
進

◆
安
全
で
安
心
な
少
子
・
高
齢
化
事
業

・
余
裕
教
室
等
を
活
用
し
て
の
子
ど
も

と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い
事
業
の
開
催

・
文
化
セ
ン
タ
ー
の
活
用
促
進
（
展
示

会
・
発
表
会
・
交
流
会
）

・
図
書
室
の
充
実

◆
役
場
改
革
の
推
進

・
職
員
の
自
己
改
革
の
促
進

・
電
話
の
「
は
い
、
尾

瀬
の
郷
片
品
　
村
で

す
」
の
応
対

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
や

事
業
を
通
し
て
、「
尾

瀬
の
郷
」
片
品
を
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
し
、
実
現

化
へ
向
け
て
検
討
し
て

い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、
事
務
事
業
の
面
で

は
徹
底
し
た
効
率
化
と

簡
素
化
を
進
め
、
出
来

る
も
の
か
ら
実
現
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
構
想

実
現
の
カ
ギ
を

握
る
の
は
、
役
場
で
は
な
く
、
村
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
あ
り
ま

す
。「
尾
瀬
の
郷
」
片
品
を
村
民
の
皆

さ
ん
と
共
に
育
て
、
私
た
ち
の
子
や
孫

の
時
代
に
も
誇
れ
る
村
に
し
て
い
く
た

め
、
全
力
で
村
政
推
進
に
あ
た
っ
て
い

き
ま
す
。

目
指
し
た
い
「
尾
瀬
の
郷
」
構
想
の
具
体
例

「自主・自立」の村づくり
のため構想を実現したいと
熱っぽく語る星野賢二村長

活
発
な
「
小
さ
な
自
治
」
活
動

「尾瀬の郷」構想に
対するご意見をお気
軽にお寄せください

構想に対するお問合わ

せやご意見、ご提言な

どは、役場むらづくり

観光課（電話５８－

２１１２）へ。
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これまでも、そして今も、
村の特色・大切にしたいものとして
この豊かな自然環境をあげる人が
圧倒的に多くいます。
今年はこれまでの総合計画が
最後の年となり、
新たな総合計画づくりの年です。
大自然の豊かな資源を生かした
「尾瀬の郷」構想を
将来計画に盛り込みたいと思っています。
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く
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く
り

豊
か
な
自
然
環
境
資
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生
か
し
た
村
づ
く
り

新
総
合
計
画
に「
尾
瀬
の
郷さ

と

」構
想
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新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
前
年
に

比
べ
一
般
会
計
が
０
・
５
％
の
増
と

な
り
ま
し
た
が
、
景
気
低
迷
が
続
き

年
々
減
少
す
る
予
算
の
中
、
無
駄
を

省
き
行
政
・
村
民
が
協
力
し
あ
い
、

よ
り
良
い
村
づ
く
り
の
コ
ン
セ
プ
ト

を
明
確
に
持
ち
、
暮
ら
し
や
す
い
片

品
村
と
な
る
事
を
願
い
ま
す
。

今
年
度
、
国
・
県
支
出
金
が
増
で

あ
っ
た
が
、
村
税
は
前
年
同
様
減
で

あ
る
。
今
後
は
全
国
的
に
予
算
減
少

が
想
像
さ
れ
る
が
、
皆
で
原
点
に
戻

り
、
無
駄
を
な
く
し
、
限
ら
れ
た
予

算
を
有
効
に
活
用
し
て
魅
力
あ
る
片

品
村
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
に
思
う

東小川
宮田　森さん
（自営業）

土出
梅澤まつえさん
（自営業）

平成17年度の村の予算が決まりました。

平成17年度の一般会計及び特別会計の予算は３月９日開会の定例村議会において、きめ細か
い審議の末３月22日原案どおり可決いたしました。一般会計の予算は35億９千１百万円で前年
度に比べ0.5％の増となりました。
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(単位 : 千円)

5 1 5 , 4 4 7 5 4 8 , 0 4 8 △ 3 2 , 6 0 1 △ 5 . 9％
9 0 , 0 0 0 8 3 , 0 0 0 7 , 0 0 0 8 . 4％
3 , 0 0 0 5 , 0 0 0 △ 2 , 0 0 0 △ 4 0 . 0％

3 0 0 3 0 0 0 0 . 0％
1 5 0 1 5 0 0 0 . 0％

5 0 , 0 0 0 5 0 , 0 0 0 0 0 . 0％
4 0 , 0 0 0 4 0 , 0 0 0 0 0 . 0％
3 , 0 0 0 5 , 0 0 0 △ 2 , 0 0 0 △ 4 0 . 0％
7 , 0 0 0 9 , 0 0 0 △ 2 , 0 0 0 △ 2 2 . 2％

1 , 5 5 0 , 0 0 0 1 , 5 5 0 , 0 0 0 0 0 . 0％
1 , 6 0 0 1 , 6 0 0 0 0 . 0％

6 8 , 8 9 3 6 9 , 1 7 4 △ 2 8 1 △ 0 . 4％
2 4 , 7 9 7 2 5 , 8 9 8 △ 1 , 1 0 1 △ 4 . 3％

1 1 6 , 5 1 5 9 8 , 8 6 1 1 7 , 6 5 4 1 7 . 9％
4 0 1 , 0 0 1 2 8 4 , 4 3 8 1 1 6 , 5 6 3 4 1 . 0％

3 , 4 1 1 1 2 , 3 0 6 △ 8 , 8 9 5 △ 7 2 . 3％
1 1 0 0 . 0％

1 9 5 , 2 5 8 2 0 0 , 4 4 5 △ 5 , 1 8 7 △ 2 . 6％
9 0 , 0 0 0 9 0 , 0 0 0 0 0 . 0％

1 6 3 , 6 2 7 1 5 1 , 7 7 9 1 1 , 8 4 8 7 . 8％
2 6 7 , 0 0 0 3 4 9 , 0 0 0 △ 8 2 , 0 0 0 △ 2 3 . 5％

3,591,000 3,574,000 17,000 0.5％

款 本年度予算 前年度予算 比較増減 伸　　率
村 税
地 方 譲 与 税
利 子 割 交 付 金
配 当 割 交 付 金
株 式 等 譲 渡 所 得 割 交 付 金
地 方 消 費 税 交 付 金
自 動 車 取 得 税 交 付 金
ゴ ル フ 場 利 用 税 交 付 金
地 方 特 例 交 付 金
地 方 交 付 税
交 通 安 全 対 策 特 別 交 付 金
分 担 金 及 び 負 担 金
使 用 料 及 び 手 数 料
国 庫 支 出 金
県 支 出 金
財 産 収 入
寄 附 金
繰 入 金
繰 越 金
諸 収 入
村 債

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.
15.
16.
17.
18.
19.
20.
21.

歳入では、村税、村債等が減額となっています。又、国・県支出金等が増額と
なり全体で１千７百万円の増額となっています。歳 入

8 5 , 0 6 9 8 5 , 8 0 1 △ 7 3 2 △ 0 . 9％
5 2 8 , 4 1 2 4 9 8 , 0 5 2 3 0 , 3 6 0 6 . 1％
5 0 2 , 0 1 3 4 8 3 , 3 8 0 1 8 , 6 3 3 3 . 9％
4 1 6 , 2 4 7 4 2 5 , 2 7 5 △ 9 , 0 2 8 △ 2 . 1％

8 0 8 0 0 0 . 0％
4 0 7 , 1 6 4 3 9 2 , 2 3 2 1 4 , 9 3 2 3 . 8％
1 0 5 , 7 8 0 1 1 8 , 0 5 8 △ 1 2 , 2 7 8 △ 1 0 . 4％
3 2 6 , 5 4 9 3 5 4 , 6 0 3 △ 2 8 , 0 5 4 △ 7 . 9％
1 5 5 , 9 4 9 1 4 0 , 3 1 7 1 5 , 6 3 2 1 1 . 1％
5 4 0 , 0 9 3 4 7 7 , 8 9 9 6 2 , 1 9 4 1 3 . 0％

1 0 6 1 0 6 0 0 . 0％
4 9 1 , 4 3 8 5 4 1 , 0 9 7 △ 4 9 , 6 5 9 △ 9 . 2％
3 0 , 1 0 0 5 5 , 1 0 0 △ 2 5 , 0 0 0 △ 4 5 . 4％
2 , 0 0 0 2 , 0 0 0 0 0 . 0％

3,591,000 3,574,000 17,000 0.5％

款

歳 出 合 計

本年度予算 前年度予算 比較増減 伸　　率
議 会 費
総 務 費
民 生 費
衛 生 費
労 働 費
農 林 水 産 業 費
商 工 費
土 木 費
消 防 費
教 育 費
災 害 復 旧 費
公 債 費
諸 支 出 金
予 備 費

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.

10.
11.
12.
13.
14.

歳 入 合 計

歳出では、土木費、公債費、諸支出等が減額となっています。又、総務費、民
生費、教育費等が増額となっています。歳 出

平成17年度特別会計予算

659,513 654,518 4,995 0.8％
616,082 585,531 30,551 5.2％
106,320 124,289 △17,969 △14.5％

404,188 506,300 △102,112 △20.2％
401,600 506,107 △104,507 △20.6％

0 126,000 △126,000 皆減
74,247 201,407 △127,160 △63.1％
93,393 38,663 54,730 皆増

168,720 174,000 △5,280 △3.0％
256,000 268,000 △12,000 △4.5％

特 別 会 計 名 本年度予算 前年度予算 比較増減 伸 率
国民健康保険特別会計
老人保健特別会計
簡易水道事業特別会計
観光施設事業特別会計
収 益 的 収 入
収 益 的 支 出
資 本 的 収 入
資 本 的 支 出
農業集落排水事業特別会計
下水道事業特別会計
介護保険特別会計

(単位 : 千円)

�

3,591�
(＋0.5%)

一般会計当初予算額の推移
（ ）内数字＝前年度比伸率(単位百万円)

(単位 : 千円)
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ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

片
品
村
で
は
、
第
二
次
総
合
計
画

で
掲
げ
て
あ
り
ま
す
将
来
像
「
遙
か

な
る
　
花
の
谷
　
微
笑
み
の
住
む
郷

に
」
を
目
標
と
し
て
進
め
て
き
ま
し

た
花
の
谷
づ
く
り
事
業
は
、
今
年
で

七
年
を
経
過
し
ま
し
た
。

花
植
え
等
を
通
じ
て
地
域
・
人
の

連
帯
感
が
生
ま
れ
、
村
民
一
人
一
人

の
景
観
に
対
す
る
意
識
も
高
ま
り
、

各
地
域
で
の
自
主
的
な
取
り
組
み
も

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

村
と
し
て
は
、
花
の
谷
づ
く
り
事

業
の
第
一
段
階
は
終
了
し
た
と
考

え
、
新
た
な
花
の
谷
づ
く
り
事
業
の

推
進
方
法
等
に
つ
い
て
、
景
観
審
議

会
に
諮
問
い
た
し
ま
し
た
。

三
月
二
十
四
日
に
、
景
観
審
議
会

か
ら
中
間
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の

で
、
そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

（
景
観
審
議
会
三
回
開
催
）

◎
諮
問
の
概
要

片
品
村
長
か
ら
景
観
審
議
会
に
諮
問

一
、
花
と
緑
の
谷
づ
く
り
の
推
進

二
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
全

◎
中
間
報
告
の
概
要

一
、
花
と
緑
の
谷
づ
く
り
の
推
進
に

つ
い
て

①
組
織
づ
く
り
に
つ
い
て

各
地
区
の
現
状
は
、
景
観
を
考
え

る
専
門
組
織
を
つ
く
り
、
積
極
的
に

活
動
し
て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す

が
、
行
政
区
単
位
で
取
り
組
ん
で
い

る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

景
観
整
備
を
進
め
る
た
め
に
は
、

地
域
住
民
が
自
ら
考
え
、
実
行
で
き

る
専
門
組
織
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
行
政
は
各
区
の
組
織
づ
く

り
に
対
し
、
情
報
提
供
や
交
流
体
制

整
備
な
ど
支
援
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。

②
資
材
支
給
に
つ
い
て

住
民
の
景
観
に
つ
い
て
の
き
っ
か

け
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
花
苗
等
の

資
材
支
給
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
各
地
区
に
お
い
て
、
種

取
り
や
球
根
・
宿
根
草
・
花
木
な
ど

を
住
民
同
士
で
譲
り
合
う
な
ど
、
創

意
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
り
、
村
か
ら

の
資
材
支
給
に
頼
ら
な
い
方
法
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

③
景
観
形
成
助
成
金
に
つ
い
て

毎
年
、
景
観
形
成
助
成
金
と
し
て

各
区
長
に
十
五
万
円
支
給
し
て
い
ま

す
。
こ
の
助
成
金
は
、
地
区
ぐ
る
み

の
花
づ
く
り
、
ま
た
は
、
緑
化
活
動

に
有
効
活
用
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

支
給
し
て
い
ま
す
。

各
区
の
助
成
金
実
績
報
告
に
よ
る

と
、
花
植
活
動
等
の
際
の
弁
当
代
や

ジ
ュ
ー
ス
代
な
ど
の
支
払
い
が
大
部

分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
助
成
金
の
使
途
に

つ
い
て
は
花
苗
等
の
購
入
に
充
て
る

な
ど
有
効
に
活
用
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

以
上
の
と
お
り
中
間
報
告
を
受
け

ま
し
た
が
、
引
き
続
き

一
、
花
と
緑
の
谷
づ
く
り
の
推
進

二
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
全

に
つ
い
て
、
審
議
を
進
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

花
と
緑
の
谷
づ
く
り
の

推
進
に
つ
い
て

（
景
観
審
議
会
中
間
報
告
）

県
観
光
物
産
課
が
群
馬
県
の
観
光

Ｐ
Ｒ
の
た
め
中
国
広
東
省
で
開
催
さ

れ
た
国
際
旅
行
見
本
市
「
２
０
０
５

広
州
国
際
旅
遊
展
鎖
展
」
に
初
出
展

し
ま
し
た
。

見
本
市
は
、
世
界
中
か
ら
二
十
三

カ
国
が
参
加
し
、
三
月
四
日
か
ら
六

日
ま
で
の
三
日
間
、
広
州
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
か
ら
は
大
阪
、
北
海
道
、
福

島
、
九
州
、
群
馬
県
が
参
加
し
ま
し

た
。
群
馬
県
か
ら
は
、
県
職
員
の
他
、

群
馬
県
観
光
協
会
・
群
馬
県
温
泉
旅

館
協
同
組
合
・
水
上
町
議
会
・
草
津

町
・
片
品
村
が
参
加
し
、
群
馬
県
の

観
光
宣
伝
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
三
月
二
日
に
は
、
広
東
省

旅
遊
局
・
旅
行
会
社
・
新
聞
、
テ
レ

ビ
等
の
マ
ス
コ
ミ
関
係
者
を
招
い
て

「
観
光
群
馬
商
談
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

商
談
会
で
は
、
群
馬
県
全
体
・
群

馬
県
農
業
局
・
高
崎
地
区
・
草
津
地

区
・
片
品
地
区
・
水
上
地
区
の
観
光

情
報
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

者
が
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

中
国
か
ら
の
観
光
客
は
大
幅
に
増

加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
訪
日

観
光
客
が
一
番
多
い
地
域
は
広
東
省

で
す
。（
北
京
二
十
一
・
五
％
、
上

海
十
三
・
五
％
、
広
東
省
六
十
五
％
）

広
東
省
は
、
北
京
と
比
較
し
て
暑
い

地
域
で
あ
り
、
雪
も
有
効
な
観
光
資

源
と
な
り
、
群
馬
県
の
冬
場
の
観
光

客
増
加
に
も
大
い
に
期
待
が
持
て
ま

す
。右

肩
上
が
り
の
経
済
発
展
を
続
け

て
い
る
中
国
の
力
強
さ
に
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

「
日
本
へ
の
観
光
客
が
伸
び
る
土
壌

が
あ
る
」
と
実
感
し
ま
し
た
。

今
後
も
、
県
と
一
緒
に
な
っ
て
、

温
泉
や
ス
キ
ー
場
、
観
光
農
業
、
特

産
品
な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
続
け
る
と
と
も

に
、
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
を
図
っ

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

中
国
で
片
品
の

観
光
宣
伝

観
光
展
の
群
馬
県
コ
ー
ナ
ー
の
様
子

商
談
会
の
様
子
（
現
地
の
観
光
関
係

者
と
マ
ス
コ
ミ
取
材
の
様
子
）
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三
月
二
十
九
日
（
火
）
午
後
二
時

か
ら
、
役
場
に
お
い
て
、
今
年
度
か

ら
始
め
た
「
小
さ
な
自
治
」
の
活
動

報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
区
で
「
小
さ
な
自
治
」
の
活
動

が
始
ま
っ
た
の
が
昨
年
の
十
一
月
で

し
た
。
わ
ず
か
、
四
ヶ
月
余
り
の
短

い
間
に
区
の
計
画
を
つ
く
り
あ
げ
る

の
は
大
変
な
こ
と
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。地

域
自
治
計
画
と
し
て
、
区
の
合

意
を
得
た
地
区
、
こ
れ
か
ら
区
に
諮

る
地
区
、
引
き
続
き
検
討
を
続
け
る

地
区
、
既
存
の
区
組
織
の
中
で
活
動

を
す
る
と
決
め
た
地
区
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
区
の
実
情
に
応
じ
て
、
特
色
の

あ
る
活
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、
各
地
区
で
住
民
の

皆
さ
ん
が
話
し
合
い
、
こ
れ
か
ら
自

団
体
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

第
一
区
で
行
う
事
業
の
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
事
業
名

尾
瀬
の
ふ
も
と
の
く
ら
し
再
発
見

○
事
業
の
概
要

一
、「
尾
瀬
三
ヶ
峰
高
原
」
内
に
存

在
す
る
古
道
・
自
然
神
・
石
仏
等
に

つ
い
て
現
地
調
査
を
行
う
と
と
も
に

地
域
の
お
年
寄
り
な
ど
か
ら
聞
き
取

り
を
行
い
、
デ
ー
タ
を
記
録
な
ら
び

に
整
理
し
ま
す
。

二
、「
風
土
と
住
ま
い
」
に
つ
い
て

現
地
調
査
を
行
う
と
と
も
に
地
域
の

お
年
寄
り
な
ど
か
ら
先
人
の
暮
ら
し

と
歴
史
に
つ
い
て
聞
き
取
り
、
デ
ー

タ
を
記
録
な
ら
び
に
整
理
し
ま
す
。

な
お
、「
地
元
資
源
活
用
促
進
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
八
月
に
、

各
区
長
さ
ん
に
実
施
希
望
を
お
聞
き

し
た
と
こ
ろ
、
第
一
区
か
ら
実
施
希

望
が
あ
り
ま
し
た
。
第
五
区
、
第
三

区
は
、
す
で
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

分
た
ち
の
地
区
で
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
決
め
た
こ
と
を
発
表
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
言
っ
て
み
れ
ば
各
地

区
の
決
意
表
明
で
す
。

な
お
、
発
表
し
て
い
た
だ
い
た
方

と
地
区
の
将
来
像
等
に
つ
い
て
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
第
一
区

第
一
区
「
小
さ
な
自
治
」
運
営
委

員
会
　
会
長
　
戸
丸
廣
安

将
来
像

や
さ
い
と
花
と
ふ
る
さ
と
づ
く
り

人
づ
く
り

○
第
二
区

第
二
区
地
域
自
治
計
画
運
営
委
員

会
地
域
担
当
リ
ー
ダ
ー
　
桑
原
和

一将
来
像

明
る
く
、
う
る
お
い
の
あ
る
生
活

を
目
指
す

各
地
区
の
決
意
表
明

「
小
さ
な
自
治
」
活
動
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た

○
第
三
区

第
三
区
長
　
今
井
　
功

基
本
目
標

人
づ
く
り
を
し
な
が
ら
自
然
と
共

生
し
て
豊
か
な
暮
ら
し
を
つ
く
る

○
第
四
区

東
小
川
地
区
地
域
づ
く
り
委
員
会
　

書
記
　
狩
野
孝
夫

将
来
像

や
さ
し
い
笑
顔
と
水
の
里
　
東
小

川
○
第
五
区

第
五
区
長
　
入
澤
良
多

将
来
像

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
尊
重
し
こ

れ
か
ら
決
定

○
第
六
区

第
六
区
「
小
さ
な
自
治
」
運
営
委

員
会
　
会
長
　
梅
澤
謙
蔵

将
来
像

緑
豊
か
な
人
に
や
さ
し
い
土
出

○
第
七
区

第
七
区
　
組
長
　
萩
原
浩

今
後
取
り
組
む
事
業

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
　
都
市
再
生

計
画

○
第
八
区

第
八
区
　
区
長
代
理
　
星
野
逸
雄

将
来
像

緑
の
町
　
か
ま
た
　
―
に
ぎ
や
か

な
祭
り
ー

あ
い
さ
つ
運
動
の
励
行
、
花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
推
進
、
環
境
問
題
（
特

に
ゴ
ミ
の
問
題
）
な
ど
は
多
く
の
区

の
具
体
的
な
行
動
計
画
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
は
、
青
少
年
健
全
育
成

運
動
の
推
進
や
花
の
谷
構
想
の
推

進
、
道
路
愛
護
や
環
境
美
化
運
動
な

ど
、
今
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
活
動
で

す
。
新
し
い
事
業
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
今
後
も
引
き
続
き
地
区
と
し
て

重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
再

確
認
を
し
た
こ
と
に
大
き
な
意
味
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
、「
小
さ
な
自
治
」
の

具
体
的
な
活
動
が
各
地
区
で
動
き
始

め
ま
す
。

今
後
、
各
地
区
に
お
い
て
、
よ
り

具
体
的
な
計
画
が
策
定
さ
れ
、
地
区

の
将
来
の
目
標
に
向
か
い
、
力
を
合

わ
せ
て
む
ら
づ
く
り
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

ま
た
、
第
三
次
片
品
村
総
合
計
画

に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
つ
く
り
あ

げ
た
、
地
域
自
治
計
画
を
盛
り
込
ん

で
行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

平
成
十
七
年
度
に
第
一
区
が
行
う

「
地
元
資
源
活
用
促
進
事
業
」（
実
施

主
体
は
尾
瀬
三
ヶ
峰
高
原
の
会
）
に

日
本
財
団
か
ら
、
助
成
金
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

助
成
団
体
に
は
、
全
国
で
二
十
二

日
本
財
団〈
郷
土
学
〉

助
成
事
業



子
育
て
講
座

北
小
会
場
　
２
月
25
日

「
今
の
食
事
が
大
事
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
、
沼
田
市
給
食
セ
ン
タ
ー
の

栄
養
専
門
員
牧
野
光
恵
氏
に
講
演
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
必
ず
朝
ご
飯
を
食
べ
て

・
お
や
つ
は
、
時
間
を
決
め
て

・
飲
み
物
は
、
お
茶
、
麦
茶
、
牛
乳
　

な
ど

小
学
生
の
食
事
に
対
す
る
留
意
点
を

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

・
食
事
は
、
毎
日
の
事
な
の
で
た
め

に
な
り
ま
し
た
。

・
一
年
生
に
な
っ
た
ら
、
起
床
の
時

間
に
気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま

す
。

南
小
会
場
　
３
月
５
日

「
小
学
生
の
心
理
と
親
の
接
し
方

―
臨
床
心
理
士
の
立
場
か
ら
―
」
を

テ
ー
マ
と
し
て
、
臨
床
心
理
士
加
藤

昌
弘
氏
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。講

演
の
中
で
、
生
き
る
力
を
持
っ

た
子
ど
も
に
育
て
る
た
め
に
大
切
な

こ
と
を
次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
し

た
。

①
子
ど
も
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

力
を
つ
け
る
。

②
折
り
合
い
を
つ
け
る
こ
と
を
子
ど

も
に
学
ば
せ
る
。

③
「
理
不
尽
」
な
こ
と
が
、
社
会
の

中
に
あ
る
こ
と
を
子
ど
も
に
教
え

る
。

④
子
ど
も
と
親
の
約
束
は
、「
親
の

し
て
ほ
し
い
こ
と
」
で
な
く
「
子
ど

も
の
で
き
て
い
る
こ
と
」
か
ら
始
め

る
。

⑤
子
ど
も
が
自
分
の
将
来
に
期
待
が

持
て
る
よ
う
に
「
そ
う
な
っ
た
ら
い

い
ね
」
な
ど
の
返
事
を
す
る
。

受
講
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

・
三
回
目
で
す
が
、
三
回
と
も
内
容

は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
役

に
立
つ
お
話
で
し
た
。
分
か
っ
て
も

な
か
な
か
思
っ
た
よ
う
に
な
ら
な
く

て
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、

そ
の
都
度
、
こ
う
い
う
講
演
が
聞
け

る
と
心
を
新
た
に
ま
た
が
ん
ば
れ
ま

す
。三

月
三
日
（
木
）
に
婦
人
会
役
員

十
九
名
で
老
人
ホ
ー
ム
訪
問
を
行
い

ま
し
た
。

今
年
も
、
摺
渕
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
桜
花
苑
を
訪
問
し
、
五
支
部

役
員
に
よ
る
踊
り
「
お
ら
が
村
音
頭
」

の
披
露
や
お
年
寄
り
の
方
と
一
緒
に

懐
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
を
歌
っ
た

り
、
手
遊
び
を
し
た
り
交
流
を
行
い

ま
し
た
。
入
所
者
の
皆
さ
ん
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
に
来
て
い
る
お
年
寄
り
の

方
々
が
私
た
ち
の
未
熟
な
歌
に
あ
わ

せ
一
生
懸
命
に
拍
手
を
し
て
下
さ
り

感
激
し
ま
し
た
。

ま
た
、
お
忙
し
い
な
か
丁
寧
に
対

応
く
だ
さ
い
ま
し
た
施
設
職
員
の
皆

様
大
変
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
し

た
。ま

た
、
二
月
十
六
日
（
水
）
に
は

村
内
寝
た
き
り
老
人
等
介
護
者
訪
問

も
行
い
ま
し
た
。

三
月
二
十
五
日
（
金
）
夕
方
六
時

三
十
分
か
ら
花
の
駅
・
片
品
「
花
咲

の
湯
」
の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
に
お
い

て
上
毛
か
る
た
大
会
を
行
い
ま
し

た
。
七
十
六
名
と
多
く
の
子
供
達
が

参
加
し
ま
し
た
。
子
供
達
だ
け
で
な

く
審
判
・
読
み
手
な
ど
大
人
の
方
々

に
も
参
加
し
て
頂
き
、
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

高
学
年
　
団
体
の
部
　
優
勝

笠
　
原
　
聡
　
美

笠
　
原
　
夏
　
希

山
　
崎
　
　
　
薫

低
学
年
　
団
体
の
部
　
優
勝

星
　
野
　
由
　
朔

小
　
暮
　
大
　
輝

八
須
賀
　
崚
　
太

第
二
部
　
団
体
の
部
　
優
勝

星
　
野
　
佳
　
太

熊
　
谷
　
雄
　
太

井
　
上
　
和
　
輝

高
学
年
　
個
人
の
部
　
優
勝

星
　
野
　
直
　
樹

低
学
年
　
個
人
の
部
　
優
勝

星
　
野
　
さ
つ
き

第
二
部
　
個
人
の
部
　
優
勝

高
　
山
　
佑
　
美

婦
人
会
役
員

老
人
ホ
ー
ム
訪
問

第
７
回

花
の
駅
か
る
た
大
会
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今
年
二
月
、
尾
瀬
高
等
学
校
に
尾

瀬
情
報
セ
ン
タ
ー
が
開
所
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の

名
の
と
お
り
尾
瀬
や
自
然
環
境
の
情

報
を
収
集
、
整
理
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
で
全
国
に
発
信
し
て
い
く
と
い
う

素
晴
ら
し
い
施
設
で
す
。
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
に
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｐ

Ｓ
）
を
駆
使
し
て
、
生
徒
が
実
習
を

と
お
し
て
調
査
し
た
尾
瀬
や
動
植
物

の
植
生
を
デ
ー
タ
に
し
て
継
続
的
に

蓄
積
し
て
い
く
も
の
で
す
。

併
せ
て
学
校
で
は
、
科
目
履
修
生

も
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

募
集
は
終
了
し
ま
し
た
が
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
要
項
が
閲
覧
で
き
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
か
尾
瀬
高
校
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。
1
５
６
―
２
３
１
０

三
月
二
十
八
日
（
月
）、
片
品
高

原
旅
館
組
合
、
武
尊
民
宿
組
合
及
び

武
尊
ペ
ン
シ
ョ
ン
組
合
の
三
つ
の
組

合
合
同
に
よ
り
、
観
光
資
源
発
掘
の

試
み
と
し
て
、
越
本
か
ら
花
咲
へ
通

じ
る
旧
道
を
歩
く
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

一
行
は
、
観
光
協
会
や
花
の
駅
の

職
員
も
含
め
て
十
名
。
朝
六
時
四
十

分
に
越
本
細
工
屋
を
出
発
、
ま
だ
雪

深
い
ダ
ゴ
ジ
沢
沿
い
を
か
ん
じ
き
や

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
登
り
ま
し

た
。
何
度
か
の
休
憩
を
経
て
、
塗
川

へ
た
ど
り
着
い
た
の
は
十
一
時
頃
。

約
四
時
間
と
い
う
道
の
り
で
し
た
。

そ
の
昔
、
私
た
ち
の
先
人
は
、
こ

の
峠
道
を
使
い
、
牧
場
へ
牛
を
つ
れ

て
い
っ
た
り
し
た
そ
う
で
す
。
途
中
、

動
物
の
足
跡
が
あ
っ
た
り
、
湧
き
水

が
あ
っ
た
り
な
ど
、
と
て
も
ほ
の
ぼ

の
と
し
た
街
道
で
し
た
。
今
回
は
、

雪
の
あ
る
う
ち
に
地
形
や
周
囲
の
概

要
を
調
べ
る
こ
と
を
目
的
に
歩
き
ま

し
た
が
、
今
後
、
新
た
な
観
光
資
源

と
し
て
の
街
道
復
活
へ
な
れ
ば
良
い

と
、
参
加
者
は
話
し
て
お
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
話
し
合
い
に
注
目
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ほ
か
、
議
長
、
農
協
組
合
長
及
び
利

根
農
業
総
合
事
務
所
経
営
普
及
部
長

ら
が
立
ち
会
い
の
も
と
で
、
ご
家
族

の
皆
さ
ん
が
家
族
経
営
協
定
書
に
署

名
、
捺
印
。
そ
の
後
お
互
い
に
協
定

書
を
取
り
交
わ
し
ま
し
た
。

こ
の
日
協
定
を
取
り
交
わ
し
た
５

家
族
の
経
営
主
と
、
経
営
作
物
な
ど

を
紹
介
し
ま
す
。

式
の
中
で
は
、
出
席
し
た
農
家
を

代
表
し
て
小
林
倉
義
さ
ん
が
「
地
域

農
業
の
活
性
化
に
向
け
て
頑
張
り
た

い
。」
と
決
意
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま

し
た
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
の
星
野
實
会

長
は
「
家
族
経
営
協
定
農
家
と
し
て
、

家
族
で
し
っ
か
り
目
標
を
話
し
合
い

な
が
ら
、
村
の
農
業
発
展
の
た
め
に

家
族
が
い
き
い
き
と
働
く

環
境
づ
く
り
の
た
め
に
！

経 営 主

星野照明さん 菅沼 大根､紫陽花

千明大平さん 東小川 トマト､大根

入澤与志男さん 越本 大根､トマト

小林倉義さん 築地
大根､ブルーベリ
ー､花

千明要一さん 下平
大根､肉用牛､き
ゅうり､切り花

地区 主な経営作物

調印式の様子

ダ
ゴ
ジ
越
え
（
越
本
花
咲
）

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

尾
瀬
情
報
セ
ン
タ
ー

の
紹
介

五
組
の
農
家
が
家
族
経
営
協
定
調
印

三
月
二
十
四
日
、
役
場
会
議
室
で

家
族
経
営
協
定
合
同
調
印
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

家
族
経
営
協
定
は
、
女
性
や
若
い

農
業
者
等
が
農
業
を
職
業
と
し
て
意

欲
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
な
農

業
経
営
や
農
家
生
活
を
目
指
す
の
が

目
的
で
す
。

こ
の
日
協
定
を
調
印
し
た
の
は
、

そ
れ
ぞ
れ
認
定
農
業
者
と
し
て
も
優

れ
た
農
業
経
営
を
実
践
さ
れ
て
い
る

五
家
族
の
み
な
さ
ん
。
こ
れ
で
村
内

で
は
十
三
組
の
農
家
が
家
族
経
営
協

定
を
結
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

協
定
の
内
容
は
、
こ
れ
ま
で
不
明

確
だ
っ
た
休
日
や
報
酬
、
労
働
時
間

な
ど
を
家
族
で
話
し
合
い
、
協
定
書

に
記
載
し
て
い
ま
す
。

調
印
式
で
は
、
農
業
委
員
会
長
の

頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
協

定
農
家
を
激
励
し
ま
し
た
。

村
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に

家
族
経
営
協
定
の
普
及
を
進
め
、
よ

り
合
理
的
で
近
代
的
な
農
業
経
営
に

取
り
組
む
農
家
を
支
援
し
て
い
き
ま

す
。家

族
経
営
協
定
に
つ
い
て
は
、
村

農
業
委
員
会
ま
た
は
地
元
の
農
業
委

員
さ
ん
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

５家族で記念撮影
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保
育
士
　
千
明
久
美
子
（
片
保
）

保
育
士
　
星
野
　
綾
香
（
片
保
）

公
　
　
仕
　
林
　
　
秋
子
（
片
保
）

北
保
育
所

課
長
補
佐
　
星
野
　
幸
子
（
北
保
）

係
　
　
長
　
宮
田
　
和
子
（
北
保
）

係
　
　
長
　
千
明
ま
ち
子
（
北
保
）

保
育
士
　
吉
野
も
も
え
（
片
保
）

南
保
育
所

課
長
補
佐
　
星
野
よ
う
子
（
南
保
）

係
　
　
長
　
萩
原
　
均
　
（
南
保
）

係
　
　
長
　
大
竹
　
克
枝
（
南
保
）

鎌
田
児
童
館

係
　
　
長
　
星
野
ト
ミ
江
（
鎌
児
）

摺
淵
へ
き
地
保
育
所

係
　
　
長
　
星
野
　
洋
子
（
摺
保
）

◎
生
活
環
境
課

課
　
　
長
　
笠
原
　
市
雄
（
社
協
）

課
長
補
佐
　
小
林
　
恵
一
（
建
設
）

係
　
　
長
　
萩
原
　
正
夫
（
建
設
）

係
　
　
長
　
武
藤
　
秀
文
（
保
健
）

係
　
　
長
　
須
藤
　
育
美
（
住
民
）

主
　
　
任
　
須
藤
　
幸
夫
（
ダ
ム
）

主
　
　
任
　
萩
原
　
一
彰
（
経
済
）

主
　
　
事
　
川
合
　
美
孔
（
建
設
）

◎
農
林
建
設
課

課
　
　
長
　
星
野
　
芳
弘
（
ダ
ム
）

課
長
補
佐
　
吉
野
　
耕
治
（
む
ら
）

係
　
　
長
　
星
野
　
朋
美
（
税
務
）

係
　
　
長
　
萩
原
　
明
富
（
総
務
）

係
　
　
長
　
星
野
　
勝
志
（
経
済
）

主
　
　
任
　
金
子
　
学
　
（
建
設
）

主
　
　
任
　
戸
丸
　
幸
生
（
経
済
）

主
　
　
任
　
金
子
小
百
合
（
む
ら
）

主
　
　
任
　
高
橋
　
卓
也
（
経
済
）

主
　
　
任
　
青
木
　
　
厚
（
建
設
）

（
農
業
共
済
派
遣
）

◎
む
ら
づ
く
り
観
光
課

課
長
補
佐
　
桑
原
　
　
護
（
建
設
）

係
　
　
長
　
加
藤
　
　
勲
（
ダ
ム
）

（
群
馬
県
よ
り
）

主
　
　
任
　
青
木
　
佳
代
（
総
務
）

主
　
　
任
　
星
野
　
秀
弘
（
経
済
）

技
　
　
師
　
星
野
　
利
男
（
ダ
ム
）

（
群
馬
県
よ
り
）

◎
国
体
事
務
局

係
　
　
長
　
中
村
　
　
学
（
住
民
）

主
　
　
任
　
星
野
　
一
忠
（
経
済
）

大
坪
　
　
哲
（
高
体
）

（
群
馬
県
よ
り
）

◎
出
納
室

出
納
室
長
　
大
竹
　
將
彦
（
教
委
）

（
収
入
役
職
務
代
理
）

◎
教
育
委
員
会
事
務
局

次
　
　
長
　
桑
原
　
和
一
（
経
済
）

係
　
　
長
　
千
明
建
太
郎
（
総
務
）

主
　
　
任
　
高
山
　
昭
弘
（
税
務
）

◎
社
会
福
祉
協
議
会

局
　
　
長
　
田
村
　
利
夫
（
住
民
）

□
派
遣
終
了

山
口
刀
志
彦
（
総
務
）

（
群
馬
県
）

山
下
　
雅
子
（
経
済
）

（
関
東
森
林
管
理
局
）

□
退
　
職

高
橋
　
正
治
（
建
設
）

押
切
　
恵
　
（
保
健
）

◎
総
務
課

主
　
　
任
　
鈴
木
　
幸
光
（
教
委
）

主
　
　
任
　
大
竹
　
篤
保
（
議
会
）

◎
住
民
課

課
　
　
長
　
井
上
光
三
郎
（
税
務
）

課
長
補
佐
　
星
野
た
か
子
（
住
民
）

係
　
　
長
　
星
野
　
義
則
（
税
務
）

係
　
　
長
　
山
崎
　
康
広
（
経
済
）

係
　
　
長
　
三
浦
さ
く
子
（
税
務
）

係
　
　
長
　
梅
澤
　
康
明
（
税
務
）

主
　
　
事
　
星
野
　
咲
織
（
会
計
）

◎
保
健
福
祉
課

課
　
　
長
　
星
野
　
宏
彦
（
保
健
）

課
長
補
佐
　
星
野
あ
き
江
（
保
健
）

課
長
補
佐
　
星
野
　
一
男
（
教
委
）

係
　
　
長
　
倉
田
　
秀
和
（
住
民
）

係
　
　
長
　
狩
野
　
久
良
（
ダ
ム
）

主
　
　
任
　
星
野
　
照
子
（
保
健
）

主
　
　
任
　
高
山
さ
お
り
（
住
民
）

主
　
　
事
　
星
野
　
賀
代
（
住
民
）

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

保
健
師
　
星
野
　
市
子
（
保
健
）

保
健
師
　
住
谷
　
真
里
（
保
健
）

保
健
師
　
黒
澤
　
郁
美
（
保
健
）

主
　
　
任
　
星
野
　
由
里
（
保
健
）

片
品
保
育
所

課
長
補
佐
　
星
野
都
喜
子
（
片
保
）

係
　
　
長
　
星
野
　
と
み
（
片
保
）

係
　
　
長
　
原
沢
　
千
歳
（
片
保
）

係
　
　
長
　
鹿
野
三
枝
子
（
片
保
）

保
育
士
　
佐
藤
日
出
美
（
北
保
）

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

新
し
く
教
育
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
須
藤
澄
夫
で
ご
ざ
い
ま
す
。
浅

学
非
才
で
す
が
、
村
民
の
皆
様
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
た
び
は
星
野
村
長
、
田

邊
議
長
を
は
じ
め
議
員
各
位
に
ご
尽

力
を
賜
り
ま
し
て
、
深
く
敬
意
を
表

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
労
働
期
の
晩
年
を
ふ
る
さ

と
の
た
め
に
捧
げ
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
私
に
と
っ
て
喜
び
で
す
。
教
育

の
世
界
は
学
校
教
育
、
社
会
教
育
、

家
庭
教
育
、
ど
の
分
野
に
お
い
て
も

艱
難
辛
苦
の
な
か
に
あ
り
ま
す
が
、

し
か
し
教
育
が
楽
で
あ
っ
た
時
代
は

歴
史
上
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
点
で
私

は
楽
観
主
義
者
で
す
。
大
変
だ
か
ら

こ
そ
楽
し
く
働
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

つ
ぎ
に
、
教
育
と
は
何
か
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
私
な
り
の
考
え
を
明

ら
か
に
し
て
お
き
ま
す
。
教
育
と
は

子
ど
も
た
ち
に
希
望
を
も
た
せ
る
こ

と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
希
望
を
も

つ
こ
と
は
大
人
た
ち
の
生
き
甲
斐
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

換
言
す
れ
ば
、
教
育
と
は
現
在
を

通
し
て
未
来
に
働
き
か
け
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
や
こ
の
地
球

が
、
子
ど
も
た
ち
や
未
来
か
ら
の
借

り
物
で
あ
る
か
ら
で
す
。
こ
の
借
り

物
を
い
ま
以
上
に
磨
い
て
返
す
の
が

教
育
と
い
う
営
み
で
す
。

そ
の
営
み
の
方
法
は
さ
ま
ざ
ま
あ

る
わ
け
で
す
が
、
分
か
っ
て
い
る
こ

と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
教
育
す
る
者

が
学
ぶ
姿
勢
の
な
い
と
こ
ろ
に
良
い

教
育
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
に
ま
ず
、
教
育
委
員

会
事
務
局
が
学
ぶ
姿
勢
「
聞
く
力
、

働
く
力
、
夢
見
る
力
」
を
も
つ
よ
う

努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
ご
協

力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

聞
く
力
・
働
く
力
・

夢
見
る
力

役
場
職
員

人
事
異
動

須
　
藤
　
澄
　
夫

就
任
の
ご
挨
拶

広報かたしな H17. 4
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◎
区
　
　
長

第
一
区
長
　
桑
　
原
　
健
一
郎

第
二
区
長
　
三
　
浦
　
良
　
次

第
三
区
長
　
高
　
山
　
悦
　
夫

第
四
区
長
　
須
　
藤
　
力
　
夫

第
五
区
長
　
笠
　
原
　
勝
　
男

第
六
区
長
　
吉
　
野
　
新
太
郎

第
七
区
長
　
萩
　
原
　
　
　
浩

第
八
区
長
　
星
　
野
　
逸
　
雄

◎
区
長
代
理

第
一
区
長
代
理
　
堀
　
澤
　
功
　
一

第
二
区
長
代
理
　
飯
　
塚
　
米
　
三

第
三
区
長
代
理
　
星
　
野
　
重
　
吉

第
四
区
長
代
理
　
星
　
野
　
育
　
司

第
五
区
長
代
理
　
笠
　
原
　
一
　
利

第
六
区
長
代
理
　
星
　
野
　
　
　
明

第
七
区
長
代
理
　
萩
　
原
　
義
　
春

第
八
区
長
代
理
　
須
　
藤
　
　
　
大

◎
組
　
　
長

須
賀
川
　
　
星
　
野
　
可
　
宏

御
座
入
　
　
桑
　
原
　
信
　
一

菅
　
沼
　
　
大
　
竹
　
伸
　
幸

築
　
地
　
　
千
　
明
　
幸
市
郎

下
　
平
　
　
渡
　
辺
　
保
　
広

摺
　
渕
　
　
飯
　
塚
　
米
　
三

幡
　
谷
　
　
三
　
浦
　
良
　
次

登
　
戸
　
　
星
　
野
　
武
　
士

栃
久
保
　
　
戸
　
丸
　
武
　
之

鍛
冶
屋
　
　
星
　
野
　
宏
　
和

山
　
崎
　
　
星
　
野
　
磯
　
次

栗
　
生
　
　
星
　
野
　
重
　
吉

針
　
山
　
　
千
　
明
　
博
　
治

上
小
川
　
　
倉
　
田
　
　
　
剛

穴
　
沢
　
　
阿
　
部
　
義
　
孝

中
　
井
　
　
吉
　
野
　
　
　
勝

下
小
川
　
　
高
　
山
　
浩
　
作

太
　
田
　
　
須
　
藤
　
和
　
弘

細
工
屋
　
　
入
　
澤
　
和
　
也

阿
　
村
　
　
入
　
澤
　
和
　
弘

上
　
而
　
　
笠
　
原
　
康
　
成

中
　
里
　
　
笠
　
原
　
千
　
市

新
　
井
　
　
本
　
多
　
保
　
行

古
　
仲
　
　
中
　
山
　
孝
　
一

伊
閑
町
　
　
萩
　
原
　
藤
　
雄

閑
　
野
　
　
吉
　
野
　
　
　
靖

戸
　
倉
　
　
萩
　
原
　
和
　
美

鎌
田
一
　
　
青
　
木
　
正
　
美

鎌
田
二
　
　
深
　
見
　
俊
　
也

鎌
田
三
　
　
萩
　
原
　
信
　
男

鎌
田
四
　
　
芝
　
崎
　
　
　
護

鎌
田
五
　
　
千
　
明
　
　
　
稔

◎
消
防
団
員

団
　
長
　
　
星
　
野
　
充
　
雄

副
団
長
　
　
星
　
野
　
豊
　
保

副
団
長
　
　
入
　
澤
　
与
志
男

副
団
長
　
　
三
　
浦
　
忠
　
志

ラ
ッ
パ
長
　
佐
　
藤
　
　
　
実

第
一
分
団
長

須
賀
川
　
松
井
　
一
則

第
二
分
団
長

幡
　
谷
　
桑
原
　
一
禎

第
三
分
団
長

鍛
冶
屋
　
星
野
　
　
誠

第
四
分
団
長

下
小
川
　
須
藤
　
芳
司

第
五
分
団
長

太
　
田
　
林
　
　
金
三
　

第
六
分
団
長

閑
　
野
　
小
林
　
政
彦

第
七
分
団
長

戸
　
倉
　
萩
原
　
　
勇

第
八
分
団
長

鎌
　
田
　
井
上
　
正
紀

◎
交
通
指
導
員

隊
　
長
　
　
中
　
畑
　
一
　
也

副
隊
長
　
　
萩
　
原
　
有
　
朋

転
出
さ
れ
た
皆
さ
ん
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。
転
入
さ
れ
た
皆
さ

ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
転
　
出

教
　
諭

星
野
希
久
枝
（
利
根
東
小
）

林
　
　
祐
二
（
升
形
小
）

春
日
　
　
大
（
東
京
都
）

介
助
員

小
林
由
紀
枝
（
退
　
職
）

◎
転
　
入

教
　
諭

石
川
　
淳
子
（
沼
田
小
）

倉
品
　
　
健
（
沼
田
北
小
）

星
野
　
純
一
（
月
夜
野
中
）

介
助
員

笠
原
さ
ゆ
り
（
新
採
用
）

◎
転
　
出

教
　
頭

堤
　
　
義
樹
　
（
昭
和
中
）

教
　
諭
　

横
山
ひ
と
み
（
利
根
東
小
）

松
尾
　
直
之
（
富
士
見
時
沢
小
）

千
明
サ
ト
子
（
武
尊
根
小
）

◎
転
　
入

教
　
頭

高
井
　
信
彦
（
池
田
小
）

教
　
諭

中
村
　
秀
雄
（
利
根
西
小
）

津
久
井
仁
美
（
池
田
小
）

◎
転
　
出

校
　
長

田
村
　
和
夫
（
川
場
小
）

教
　
諭

吉
野
あ
か
ね
（
古
馬
牧
小
）

石
原
　
一
郎
（
昭
和
南
小
）

◎
転
　
入

校
　
長

川
田
　
幸
夫
（
中
之
条
第
四
小
）

教
　
諭

高
橋
　
直
美
（
桃
野
小
）

金
井
　
久
夫
（
沼
田
南
中
）

◎
転
　
出

教
　
諭

杉
木
　
佳
子
（
沼
田
東
小
）

事
務
主
事

清
水
　
洋
平
（
沼
田
中
）

◎
転
　
入

教
　
諭

小
林
　
康
子
（
沼
田
北
小
）

千
明
サ
ト
子
（
片
品
北
小
）

事
務
主
事

飯
塚
　
裕
俊
（
新
採
用
）

◎
転
　
出

教
　
頭

小
林
　
仁
史
（
薄
根
中
）

教
　
諭

桑
原
　
昭
夫
（
沼
田
小
）

宇
佐
美
陽
子
（
新
町
第
一
小
）

力
丸
　
忠
史
（
太
田
生
品
中
）

大
島
　
康
輔
（
沼
田
東
中
）

心
の
教
育
相
談
員

相
澤
　
尚
治
（
退
　
職
）

◎
転
　
入

教
　
頭

武
井
　
修
（
利
根
教
育
事
務
所
）

教
　
諭

秋
元
　
秀
文
（
沼
田
中
）

渡
辺
　
　
潤
（
藤
岡
小
野
中
）

金
子
　
　
平
（
新
採
用
）

平
成
十
七
年
度

役
員
の
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

教
職
員
人
事
異
動

ニ
ュ
ー
ス�

ニ
ュ
ー
ス�

片

品

小

学

校

片
品
北
小
学
校

片
品
南
小
学
校

片

品

中

学

校

武
尊
根
小
学
校



沼
野
さ
ん
は
茨
城
県
高
萩
市
で
和

菓
子
職
人
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
二
十
二
歳
の
時
、
戸
倉
ス
キ
ー

場
で
ア
ル
バ
イ
ト
中
、
ス
ノ
ー
ボ
ー

ド
メ
ー
カ
ー
の
契
約
選
手
選
考
会
に

飛
び
入
り
で
参
加
。
見
事
バ
ー
ト
ン

契
約
選
手
と
な
る
。
二
十
五
才
か
ら

四
年
間
ハ
ー
フ
パ
イ
プ
の
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
に
出
場
し
た
。
平
成
十
三
年

五
月
、
利
根
郡
内
の
知
人
に
誘
わ
れ

て
登
っ
た
至
仏
山
、
頂
上
か
ら
見
た

景
色
が
、
生
涯
最
高
の
感
動
だ
っ
た
。

六
月
に
は
鎌
田
の
知
人
に
利
根
村

の
ア
パ
ー
ト
を
世
話
し
て
も
ら
い
引

っ
越
し
た
。
仕
事
は
戸
倉
ス
キ
ー
場

の
元
上
司
に
ガ
イ
ド
協
会
の
松
浦
さ

ん
を
紹
介
さ
れ
た
。
山
岳
と
気
象
・

植
生
を
勉
強
す
る
う
ち
に
尾
瀬
に
魅

了
さ
れ
て
い
っ
た

平
成
十
四
年
か
ら
ト
ラ
イ
フ
ォ
ー

ス
（
三
つ
の
力
）
と
い
う
バ
ッ
ク
カ

ン
ト
リ
ー
ガ
イ
ド
（
雪
山
ガ
イ
ド
）

を
三
人
で
立
ち
上
げ
た
。

滑
走
技
術
の
沼
野
さ
ん
、
雪
崩
・

気
象
の
知
識
豊
富
な
Ｂ
氏
、
救
助
技

術
を
持
つ
現
役
の
マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ

ク
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
選
手
。
三
人
の

力
は
「
三
本
の
矢
」
の
ご
と
く
極
限

の
大
自
然
で
力
を
発
揮
す
る
。

今
、
雑
誌
等
で
冬
山
を
気
軽
に
紹

介
し
て
い
る
が
、
自
然
は
常
に
変
化

し
て
い
る
。
し
か
も
単
独
で
冬
山
に

入
る
の
は
自
殺
行
為
だ
。
周
到
な
準

備
が
あ
っ
て
も
遭
難
の
危
険
が
つ
き

ま
と
う
。
沼
野
さ
ん
は
、
そ
ん
な
危

険
を
回
避
し
、
お
客
さ
ん
を
安
全
に
、

し
か
も
最
高
の
感
動
を
提
供
し
て
き

た
い
と
い
う
。

現
在
は
村
営
住
宅
に
家
族
三
人
で

住
ん
で
い
る
。
片
品
は
森
が
あ
り
、

田
が
あ
る
。
茨
城
の
実
家
か
ら
消
え

て
い
っ
て
し
ま
う
自
然
が
こ
こ
に
は

今
月
の
匠

平
成
十
七
年
三
月
十
一
日
、
片
品

中
学
校
第
五
十
八
回
卒
業
証
書
授
与

式
が
、
片
品
中
学
校
体
育
館
に
お
い

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
卒
業
認
定
生
徒

数
、
男
子
三
十
六
名
女
子
三
十
四
名
、

合
計
七
十
名
で
全
員
で
す
。
そ
の
中

で
三
ヶ
年
皆
勤
生
徒
十
三
名
で
し

た
。ま

た
卒
業
生
全
員
が
進
学
希
望
、

一
つ
の
時
代
を
感
じ
ま
す
。
開
会
の

辞
に
続
い
て
、
国
歌
・
校
歌
の
斉
唱
、

皆
し
っ
か
り
と
歌
っ
て
い
ま
し
た
。

卒
業
証
書
授
与
、
一
人
一
人
、
校

長
先
生
よ
り
凛
と
し
た
清
々
し
い
態

度
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た
。
新
し

く
始
ま
る
未
知
の
世
界
へ
の
期
待
、

そ
し
て
不
安
、
様
々
な
思
い
が
純
な

瞳
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
よ
う
で
し
た

が
、
一
人
一
人
皆
、
幸
せ
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
い
う
思
い
で
一
杯
に
な
り

ま
し
た
。
中
島
智
雄
校
長
は
、
率
直

な
話
し
を
「
明
日
は
今
日
か
ら
始
ま

る
。
一
日
一
日
を
大
切
に
が
ん
ば
っ

て
く
だ
さ
い
。」
と
結
び
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
や
い
く
つ
か
の
行
事
の

後
、
卒
業
生
代
表
の
答
辞
の
中
で

「
三
年
間
ご
指
導
い
た
だ
い
た
諸
先

生
、
ま
た
生
ま
れ
て
よ
り
今
日
迄
、

私
達
を
大
切
に
育
て
て
く
れ
た
、
お

父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
そ
し
て
郷
土

の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま

す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
未
来
に
し
っ
か
り
と
恩
返
し

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
心
に
残
る

答
辞
の
中
の
言
葉
で
し
た
。
別
れ
の

曲
「
仰
げ
ば
尊
し
」
を
歌
う
卒
業
生

の
瞳
に
涙
が
光
っ
て
い
ま
し
た
。

（
広
報
リ
ポ
ー
タ
ー
　
千
明
政
夫
）

⑬

国民健康保険の加入者を対象に
人間ドックの検診費を助成

国民健康保険（国保）加入者を対象に人
間ドック検診費を助成します。自分が健康
だと感じているときから、検診を受けるこ
とが大切です。特に生活習慣病は長い間、
病気の進行に気付かない例が多くあります。
年に一度は、検診を受け自分の体をチェッ
クしましょう。
［期間］４月～３月
［対象］満40歳以上70歳未満の方で国民健
康保険に加入しており国保税完納世帯の
人

・日帰りコース・１泊２日コース各先着50
人

［助成額］検診費の３分の２で日帰りコース
が２万６千円を限度・１泊２日コースが
４万を限度として助成します。

［申し込み］４月１日から随時受け付けます
ので、必ず申し込みをしてから検診を受
けてください。

国保だより�国保だより�

国
保
だ
よ
り�

国
保
だ
よ
り�

片
品
中
学
校
卒
業
式

仰げば尊しを歌う卒業生

戸倉スキー場を滑る沼野さん

西吾妻を登る沼野さん

沼
　
野
　
健
　
輔
さ
ん

須
賀
川
（
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ガ
イ
ド
）
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あ
り
、
落
ち
着
く
と
い
う
。「
子
ど

も
達
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
を
教
え
た

い
」
と
最
後
に
語
っ
た
。

かぐら山頂上にてお客さんと

広報かたしな H17. 4
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昨
年
四
月
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

で
開
幕
し
た
社
会
体
育
の
区
対
抗
競

技
も
三
月
の
ス
キ
ー
大
会
を
も
っ

て
、
平
成
十
六
年
度
の
競
技
が
す
べ

て
終
了
し
ま
し
た
。

村
民
運
動
会
を
は
じ
め
各
競
技
に

お
い
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
結

果
第
六
区
が
優
勝
で
幕
を
閉
じ
ま
し

た
。平

成
十
七
年
度
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
を
皮
切
り
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
、
村
民
運
動
会
と
そ
れ
ぞ
れ
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ

う
。な

お
、
詳
し
い
結
果
と
平
成
十
七

年
度
の
各
区
持
点
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

三
月
二
十
三
日
（
水
）、
サ
エ
ラ

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
尾
瀬
に
お
い
て
各

区
の
代
表
選
手
と
選
手
権
申
込
者
約

八
十
名
が
参
加
し
、
第
十
六
回
区
対

抗
ス
キ
ー
大
会
兼
第
三
十
六
回
片
品

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

役
員
、
選
手
の
皆
さ
ん
早
朝
よ
り

大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

★
区
対
抗

優
　
勝

第
　
五
　
区

準
優
勝

第
　
六
　
区

第
三
位

第
　
四
　
区

★
片
品
選
手
権

成
年
男
子
Ａ

優
　
勝

星
野
　
敦
貴
（
６
区
）

準
優
勝

戸
丸
　
正
孝
（
３
区
）

第
三
位

高
橋
　
政
樹
（
１
区
）

成
年
男
子
Ｂ

優
　
勝

三
浦
　
幸
治
（
２
区
）

準
優
勝

吉
野
　
良
孝
（
６
区
）

第
三
位

笠
原
　
　
学
（
５
区
）

成
年
男
子
Ｃ

優
　
勝

星
野
　
　
博
（
３
区
）

準
優
勝

千
明
　
邦
昭
（
８
区
）

第
三
位

萩
原
　
　
勇
（
７
区
）

壮
年
Ａ

優
　
勝

戸
丸
　
志
郎
（
３
区
）

準
優
勝

星
野
　
　
祥
（
１
区
）

第
三
位

星
野
　
和
雄
（
３
区
）

壮
年
Ｂ

優
　
勝

入
澤
　
長
二
（
５
区
）

準
優
勝

星
野
　
政
雄
（
２
区
）

第
三
位

萩
原
　
　
始
（
７
区
）

成
年
女
子
Ａ

優
　
勝

星
野
　
玉
江
（
４
区
）

準
優
勝

笠
原
　
　
和
（
５
区
）

第
三
位

千
明
　
京
子
（
１
区
）

成
年
女
子
Ｂ

優
　
勝

萩
原
美
千
代
（
６
区
）

準
優
勝

入
澤
す
み
江

（
オ
ー
プ
ン
）

第
三
位

横
坂
エ
ツ
子
（
５
区
）

個
人
総
合
優
勝

男
　
子
　
三
浦
　
幸
治
（
２
区
）

女
　
子
　
星
野
　
玉
江
（
４
区
）

図書室だよ
り�

夜を徹して80キロを歩き通すという、高校生活最後の一大
イベント「歩行祭」。生徒たちは親しい友人とよもやま話をし
たり、想い人への気持ちを打ち明け合ったりして一夜をすご
す。そんななか、貴子は一つの賭を胸に秘めていた。三年間
わだかまった想いを清算するために・・・

＊火～金曜日午後1時̃5時開室
＊■はお休みです。

図書室カレンダー

『 夜のピクニック 』 恩田　陸 著

読んでみませんか
日 月 火 水 木 金 土
2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 2 3 4

５
１

６
１

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

第
六
区
　
優
勝
！

平
成
16
年
度

社
会
体
育
総
合
優
勝

片品村社会体育総合優勝制度　平成16年度得点表
大会名 村長杯

ゲートボール
大会

ソフトボール大会
区

第１区
順位
得点
順位
得点
順位
得点
順位
得点
順位
得点
順位
得点
順位
得点
順位
得点

第２区

第３区

第４区

第５区

第６区

第７区

第８区

婦人会
ミニバレーボール
大会

ゴルフ大会 野球大会 村民運動会 スキー大会 獲得得点Ａ
持ち点
Ｂ
得点
Ａ＋Ｂ

順位

2
7
7
2
4
5
5
4
1
8
8
1
6
3
3
6

7
1.5
2
7
5
4
3
5.5
1
8
7
1.5
6
3
3
5.5

1
8
7
1.5
2
6.5
6
3
2
6.5
5
4
7
1.5
4
5

2
7
8
1
6
3
5
4
4
5
1
8
7
2
3
6

5
2.5
5
2.5
3
5.5
5
2.5
1
8
3
5.5
5
2.5
2
7

5
4
8
1
4
5
3
6
1
8
6
3
7
2
2
7

4
4.5
6
3
8
1
3
6
1
8
2
7
4
4.5
7
2

34.5

18.0

30.0

31.0

51.5

30.0

18.5

38.5

14.5

36.0

12.0

15.0

0.0

29.0

29.0

8.0

49.0

54.0

42.0

46.0

51.5

59.0

47.5

46.5

4

2

8

7

3

1

5

6

第１区
17.0

第２区
33.5

第３区
21.5

第４区
20.5

第５区
0.0

第６区
21.5

第７区
33.0

第８区
13.0

翌年度各区持ち点

翌年度各区持ち点：不参加種目については、その得点は「0」であるが、持ち点計算上は６位と７位の中間得点　　
「2.5」を獲得したものとして、次年度持ち点から差し引く。

区
対
抗
ス
キ
ー
大
会�

　
　 

 

兼�

片
品
ス
キ
ー�

選
手
権
大
会�

区
対
抗
ス
キ
ー
大
会�

　
　 

 

兼�

片
品
ス
キ
ー�

選
手
権
大
会�
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平
成
十
七
年
度
か
ら
敬
老
会
の
対

象
年
齢
が
『
七
十
五
歳
以
上
』
と
な

り
ま
す
。

こ
れ
は
高
齢
化
社
会
と
な
っ
た
近

年
、
対
象
者
の
増
加
に
伴
う
一
同
に

会
せ
る
会
場
の
問
題
、
経
費
の
節
約

等
こ
こ
数
年
来
の
懸
案
事
項
を
区
長

会
と
協
議
し
た
結
果
、
各
区
長
さ
ん

の
承
認
を
得
て
決
定
致
し
ま
し
た
。

広
報
一
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
し
た
『
敬
老
年
金
の
廃
止
』
と
あ

わ
せ
て
『
記
念
品
の
廃
止
』
に
つ
き

ま
し
て
も
経
費
節
減
の
折
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

不
明
な
点
に
つ
き
ま
し
て
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

（
生
活
環
境
課
）

自
然
と
の
共
存
を
目
指
す
片
品
村

に
と
っ
て
、
河
川
等
の
汚
れ
は
大
き

な
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

下
水
道
に
接
続
し
ま
す
と
汲
み
取

り
ト
イ
レ
が
な
く
な
り
、
浄
化
槽
も

い
ら
ず
、
水
洗
ト
イ
レ
、
台
所
、
お

風
呂(

温
泉
は
不
可)

な
ど
の
汚
水
を

下
水
道
に
流
す
こ
と
が
で
き
衛
生
的

で
快
適
な
生
活
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
越
本
・
土
出
・
花
咲(

一

部
を
除
く)

地
区
で
下
水
道
の
利
用

が
で
き
ま
す
。

地
域
一
帯
の
生
活
環
境
の
改
善
を

図
る
た
め
、
利
用
可
能
な
地
区
の
皆

様
に
は
早
め
に
下
水
道
に
加
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
に
接
続
す
る
に
は

費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
金
融
機
関

か
ら
の
借
り
入
れ
に
つ
い
て
利
子
補

給
（
利
子
の
一
部
を
補
填
）
の
制
度

も
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

各
戸
に
配
布
し
ま
し
た
平
成
十
七

年
度
ゴ
ミ
と
資
源
の
収
集
日
程
表
の

中
で
、
注
意
事
項
欄
の
三
行
目
に

「
月
曜
・
水
曜
が
祝
日
（
休
日
）
に

あ
た
っ
た
場
合
は
収
集
を
行
い
ま

す
。」
と
あ
り
ま
す
が
、
月
曜
を
削

除
し
、「
水
曜
が
祝
日
（
休
日
）
に

あ
た
っ
た
場
合
は
収
集
を
行
い
ま

す
。」
と
い
う
も
の
が
正
し
い
も
の

に
な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

怠
り
ま
す
と
保
険
制
度
の
円
滑
な
運

営
に
支
障
を
来
す
こ
と
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
で
き
る
だ
け
お
早
め
に
手

続
き
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る

事
業
主
の
方
で
、
ま
だ
労
働
保
険
の

加
入
手
続
き
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場

合
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

及
び
公
共
職
業
安
定
所
に
て
至
急
手

続
き
を
お
済
ま
せ
下
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
群
馬
労
働
局

総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室
（
〇
二
七

―
二
一
〇
―
五
〇
〇
一
）
ま
た
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
・
公
共
職

業
安
定
所
へ

殊
な
サ
ー
ビ
ス
な
ど)

情
報
が
調
べ

ら
れ
ま
す
。

・
医
院
、
病
院
の
場
所
が
地
図
で
分

か
り
ま
す
。

【
利
用
に
つ
い
て
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き
る
環

境
が
あ
れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き
ま

す
。

・
家
庭
で
パ
ソ
コ
ン
か
ら
検
索

http://search.gunm
a.m

ed.or.

jp/gen/

・
携
帯
電
話
か
ら
検
索

http://search.gunm
a.m

ed.or.

jp/im
ode/

【
愛
称
募
集
】

シ
ス
テ
ム
の
愛
称
を
募
集
い
た
し

ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
群
馬

県
医
師
会
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

電
話
　
０
２
７
―
２
３
１
―
５
３
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
０
２
７
―
２
３
１
―
７
６
６
７

E
-m
ail

:
gm

office@
m
ail.gun

m
a.m

ed.or.jp

群
馬
県
医
師
会
で
は
県
内
の
医
療

連
携
を
進
め
る
た
め
医
療
情
報
検
索

シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
取
り
組
み
、
平

成
十
七
年
春
に
シ
ス
テ
ム
が
稼
働
す

る
予
定
で
す
。
県
内
の
医
療
施
設
の

情
報
を
提
供
し
、
診
療
所
と
病
院
、

病
院
と
病
院
の
円
滑
な
連
携
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
般
村
民
の

方
々
に
も
検
索
機
能
を
開
放
し
、
選

択
し
た
地
域
の
中
か
ら
希
望
の
医
療

機
関
を
検
索
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。

【
特
徴
】

・
医
院
、
病
院
の
色
々
な
診
療(

特

敬
老
会
対
象
年
齢
の

改
正
に
つ
い
て

下
水
道
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

十
七
年
度

ゴ
ミ
と
資
源
の
収
集
日
程

表
の
訂
正
に
つ
い
て

事
業
主
の
み
な
さ
ん
、
平
成
十
七
年

度
の
労
働
保
険
年
度
更
新
手
続
き

は
、
五
月
二
十
日
ま
で
で
す
。

ご
承
知
の
よ
う
に
労
働
保
険
は
、

労
働
者
の
業
務
上
の
理
由
、
又
は
通

勤
に
よ
る
負
傷
・
疾
病
な
ど
に
対
し

て
必
要
な
給
付
を
行
う
労
働
保
険

と
、
労
働
者
が
失
業
し
た
と
き
に
一

定
の
給
付
を
行
う
雇
用
保
険
を
総
称

し
た
も
の
で
、
こ
の
申
告
・
納
付
を

群
馬
労
働
局
か
ら
の

お
知
ら
せ

医
療
情
報
検
索

シ
ス
テ
ム
稼
働

水
道
検
査
計
画
は
、
水
道
事
業
者

が
毎
事
業
年
度
の
開
始
時
期
に
定
期

及
び
臨
時
の
検
査
計
画
を
策
定
す
る

よ
う
規
則
で
規
定
さ
れ
、
平
成
十
七

年
度
か
ら
実
施
及
び
義
務
が
生
じ
る

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
規
則
の
改
正
を
受
け
て
、
当

片
品
村
簡
易
水
道
事
業
で
は
、
平
成

十
六
年
十
月
二
十
日
に
水
道
検
査
計

画(

十
七
年
度
対
応)

を
策
定
し
ま
し

た
。

こ
の
水
道
検
査
計
画
や
水
質
検
査

結
果
に
つ
い
て
は
、
公
表(

閲
覧
等)

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
役
場
生
活
環
境
課
簡
易
水

道
事
業
係
ま
で
、
ご
照
会
を
お
願
い

し
ま
す
。

生
活
環
境
課
簡
易
水
道
事
業
係

1
５
８
―
２
１
１
１

水
道
検
査
計
画
に

つ
い
て
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Key words: キーワード：
spend すごす　 probably 多分　　tip チップ　　　　　forbid 禁止する
close 閉める　 limit 制限する　　buffet ビュッフェ　 maybe ことによると

Recently I have been spending a lot of time at
family restaurants.
最近私はファミリーレストランでよく時間を使います。
My friends and I pay for the drink bar, then just

sit and talk for a long time.
友人と私でドリンクバーを注文してから長時間おしゃべりをしています。
You probably know that in the U.S. and many other countries,
we have to tip our waiters and waitresses.
皆さん知っていると思いますが、アメリカや他の多くの国ではウェイタ
ーやウェトレスにチップをあげます。
But did you know, the longer we sit in a restaurant, the more we 
must tip them?
でも、長い時間レストランにとどまる場合は、もっとチップを出さなけ
ればならないことは知っていますか？
So, it can become very expensive to stay for a long time in a
restaurant, even if we don't order much.
多くの注文をしなくても長時間レストランの居すわる場合は、とても高
いお金が必要になります。
Some restaurants actually forbid people to stay a long time
because they want to close between meals.
お店によっては、なか休みを取るためにあまり長い時間居られないこと
もあります。
Even family restaurants in America may limit the time you can
use the drink bar, soup bar, salad bar, or buffet.
アメリカではファミレスのドリンクバーやスープバーそれにバイキング
に時間制限もあります。
But I always feel welcome at Japanese family restaurants.
でも日本のファミレスではいつも気持ちがいいです。
The next time you visit one, look around ? maybe you'll see me!
今度あなたがファミレスに行ったら私を見かけるかも！

Family Restaurants ファミレス☆生涯学習講座関係
・「古文書を読む会」

☆社会体育関係
・区対抗ソフトボール大会
・議長杯ゲートボール大会
・社会人野球春季トーナメント戦
・県民スポーツ祭オープニング大会

・体協長杯グラウンドゴルフ大会
☆学校関係
○小学校
・修学旅行

◇片小
・家庭訪問
・役員会議
・東京旅行（５年）
・クリーン作戦
・校外学習（１・２年）

◇北小
・家庭訪問
・尾瀬学習事前学習

◇南小
・バス旅行（１～５年）

◇武尊根小
・家庭訪問
・避難訓練
・武尊根記録会
・旅行（１～５年）

◇片中
・家庭訪問
・修学旅行
・授業参観、ＰＴＡ総会
・１、２年校外学習

☆その他
・村ＰＴＡ連絡協議会

下旬

15日

29日

27～28日
（振替休業日　30日）

11日
20日
24日
26日

10日～13日
20日

20日

16日～25日
24日
25日
27日

11日～31日
12日～14日

27日
13日

2日

５月

生涯学習予定表�生涯学習予定表�

※予定が変更される場もありますの
で、予め御了承ください。

広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
七
年
三
月
俳
句
会

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

叱
ら
れ
し
孫
ひ
ざ
に
呼
ぶ
春
炬
燵

三
寒
を
四
温
に
つ
な
ぐ
雨
の
音

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

う
た
た
寝
の
い
つ
し
か
窓
に
朧
月

か
ん
じ
き
を
履
き
剪
定
の
林
檎
園

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

亡
き
夫
に
一
枝
そ
え
し
桃
の
花

雪
残
る
小
庭
の
す
み
に
福
寿
草

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

立
て
掛
け
し
枝
に
証
の
春
の
泥

幾
度
か
背
負
い
て
見
せ
る
ラ
ン
ド
セ
ル

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

合
格
を
涙
で
知
ら
す
受
験
生

友
の
来
て
事
な
く
ほ
め
る
君
子
蘭

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

沢
水
や
雪
の
下
よ
り
春
の
音

翔
ぶ
鳥
の
群
青
に
染
め
春
の
空

鎌
田
　
　
　
木
内
　
山
人

毛
野
に
入
る
老
ゆ
る
人
の
み
麦
を
ふ
む

木
の
は
が
み
く
し
す
な
を
見
て
悲
し
み
ぬ

越
本
　
　
　
笠
原
　
芳
堂

猫
の
恋
足
取
り
軽
き
月
の
路
地

盆
梅
に
そ
っ
と
置
か
れ
し
残
り
雪

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

草
つ
ら
ら
打
つ
水
音
や
猫
柳

一
束
の
水
仙
を
買
う
直
売
所

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

耐
え
か
ね
て
破
竹
の
音
や
春
の
雪

豪
雪
に
棟
き
し
み
を
り
屋
根
の
雪

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

春
泥
や
墓
守
る
人
は
遠
く
住
み

早
春
の
庭
に
弾
め
り
童
唄

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

老
も
出
て
腰
伸
ば
し
を
り
雪
卸

雪
嶺
や
里
は
春
め
く
空
の
色

鎌
田
　
　
　
吉
野
　
道
子

歳
時
記
を
鞄
の
す
み
に
梅
見
旅

紅
梅
や
辻
に
菩
薩
の
ほ
ほ
え
み
て

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

黄
水
仙
光
も
ら
い
て
垣
根
添
い

雲
流
る
日
脚
の
伸
や
梅
一
輪

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

春
泥
に
猫
は
思
案
の
足
踏
み
す

春
山
の
木
の
芽
に
勇
気
授
か
り
ぬ

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

梅
咲
く
や
古
木
の
鉢
に
花
ま
ば
ら

音
も
な
く
氷
が
滝
を
眠
ら
せ
る

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

来
る
春
を
想
い
て
孫
に
餅
を
つ
く

日
に
三
度
薬
の
む
身
が
は
る
を
待
ち

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

水
道
の
又
も
凍
り
て
夜
明
け
澄
む

ロ
ボ
ッ
ト
の
猫
優
し
き
瞳
日
う
ら
ら

前
号
　
訂
正（

訂
正
）
春
浅
し

都
都
逸
を
偲
び
翁
逝
く
春
残
し
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平
成
十
七
年
四
月
に
実
施
さ
れ
る
年
金
制
度
改
正
事
項
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
国
民
年
金
保
険
料
の
「
口
座
振
替
早
収
割
引
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す
。

保
険
料
を
口
座
振
替
で
納
め
る
方
を
対
象
に
、
現
行
の
「
翌
月
末
日
引
き

落
と
し
」
か
ら
「
当
月
末
日
引
き
落
と
し
」
へ
一
か
月
早
め
る
こ
と
に
よ
り
、

一
か
月
あ
た
り
四
十
円
の
割
引
が
受
け
ら
れ
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

○
三
十
歳
未
満
の
若
い
世
代
に
対
す
る
国
民
年
金
保
険
料
納
付
猶
予
制
度
が

設
け
ら
れ
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
六
月
ま
で
の
措
置
と
し
て
、
同
居
し
て
い
る
世
帯
主
の
所

得
に
関
係
な
く
三
十
歳
未
満
の
国
民
年
金
一
号
被
保
険
者
で
、
本
人
及
び
配

偶
者
が
就
業
困
難
な
ど
に
よ
り
所
得
が
一
定
以
下
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

○
国
民
年
金
保
険
料
申
請
免
除
等
の
承
認
期
間
が
遡
及
し
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
、
学
生
納
付
特
例
ま
た
は
若
年
者
納
付
猶
予
が

承
認
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
承
認
期
間
が
申
請
し
た
月
に
か
か
わ
ら
ず
免

除
及
び
若
年
者
納
付
猶
予
は
、
七
月
、
学
生
納
付
特
例
は
四
月
ま
で
溯
り
ま

す
。

○
第
三
号
被
保
険
者
の
届
け
出
の
特
例
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

平
成
十
七
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
第
三
号
被
保
険
者
に
該
当
し
て
い
た
も

の
の
、
そ
の
届
け
出
を
し
て
い
な
か
っ
た
期
間
に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
四

月
一
日
以
後
に
届
け
出
る
こ
と
に
よ
り
、
過
去
の
三
号
未
届
期
間
を
特
例
的

に
す
べ
て
保
険
料
納
付
期
間
と
す
る
措
置
が
取
ら
れ
ま
す
。

○
第
三
号
被
保
険
者
の
届
け
出
の
特
例
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
を
満
た
し
て
い
な
い
と
き
は
、
申
し
出

に
よ
り
、
六
十
五
歳
か
ら
七
十
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
受
給
資
格

期
間
を
満
た
す
ま
で
任
意
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
任
意
加
入
の
対
象
者
が
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
以
前
生
ま
れ
の
方
ま

で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

年
金
制
度
改
正
の
お
知
ら
せ

平
成
十
七
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
ま
す

平成17年４月１日から
「利根沼田県民局」がスタートしました
群馬県では、直接県民の皆さんと接する第一線の現場である地

域機関の機能を維持・強化して、より質の高い行政サービスを提
供することを目的に、これまでの縦割り組織を再編して県内５地
域に「県民局」を設置しました。
県民局では、「地域にあった総合的な行政」、「地域で完結できる

行政」、「広域的な観点からの行政」を実施します。 「
利
根
沼
田
県
民
局
」
の
組
織
図

総
務
振
興

収
　
　
納

課
　
　
税

総
　
　
務

地
域
支
援

保
　
　
健

衛
　
　
生

環
　
　
境

森
林
保
全

林
業
振
興

森
林
土
木
第
一

森
林
土
木
第
二

総
　
　
務

企
画
調
整

農
　
　
政

生
産
振
興

担
い
手
育
成

地
域
生
産

尾
　
　
瀬

衛
生
防
疫

管
理
調
整

整
備
第
一

整
備
第
二

総
　
　
務

企
画
管
理

工
務
第
一

工
務
第
二

用
　
　
地

建
　
　
築

鎌
田
事
業
所

水
上
事
業
所 政

策
室

企
画
福
祉

保
　
　
健

農
業
振
興

家
畜
保
健
衛
生

農
村
整
備

沼
田
行
政

沼
田
県
税

沼
田
保
健
福
祉

利
根
環
境
森
林

利
根
農
業

沼
田
土
木

事
務
所
名

課
・
室
名

グ
ル
ー
プ
名

２
２
―
４
３
３
８

２
２
―
４
３
３
６

２
３
―
２
１
８
５

２
２
―
４
４
８
１

２
３
―
０
１
８
８

２
４
―
５
５
１
１

県
民
局
長

※
群
馬
県
利
根
沼
田
県
民
局
の
所
在
地

〒
３
７
８
―
０
０
３
１

沼
田
市
薄
根
町
４
４
１
２

（
Ｊ
Ｒ
沼
田
駅
南
旧
国
道
一
七
号
沿
い
）

※
お
問
合
せ：

沼
田
行
政
事
務
所
　
1(

０
２
７
８)

２
２
―
４
３
３
８
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▽
期
間
　
四
月
六
日
〜
十
五
日

▽
ス
ロ
ー
ガ
ン
　
確
か
め
て
歩
行

者
・
自
転
車
・
横
断
者

▽
運
動
の
重
点

・
子
供
と
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

・
二
輪
車
の
安
全
利
用
の
推
進

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

新
入
学
・
新
学
期
の
季
節
を
迎

え
、
新
し
い
交
通
環
境
に
慣
れ
て
い

な
い
子
供
の
歩
行
中
の
事
故
や
、
高

齢
者
の
運
転
中
の
事
故
が
増
え
て
い

ま
す
。
運
転
者
は
、
子
供
と
高
齢
者

に
配
慮
し
た
運
転
を
お
願
い
し
ま

す
。お

互
い
に
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー

を
守
り
ゆ
と
り
の
運
転
を
し
て
悲
惨

な
事
故
が
一
件
で
も
減
る
よ
う
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動

平成17年度道普請型ぐんまクリーン大作戦のご案内
道普請型ぐんまクリーン大作戦は、平成11年度から始まり活動団体数が6500を超えるなど、活動の定着が

図られてきたところです。

今後の展開としては、アダプト（里親）制度の導入を検討していますが、平成17年度については、次のと

おり見直し等を行います。

（１）奨励金の見直し

奨励金については、１６年度限りとして、平成１７年度については、清掃活動時の事　故に備えたボラン

ティア保険料や、活動に必要な資材の購入費等に対して支援します。 （ボランティア保険料、或いは資材

購入費等のいずれかを選択していただきます。）

10人以上の団体で、一律２万円以内とする。（16年度10人以上３万円以内）

※ただし、耕作放棄地クリーン大作戦のうち花の景観づくりについては、５ａ当たり1万以内(上限３万５

千円以内)

（２）ＮＰＯ法人の活用

環境美化や街づくりをしているＮＰＯ法人に、県民協働運動としてのクリーン大作戦の業務の一部を委託

を予定しています。委託内容は、県民局毎にＮＰＯ法人を指定し、クリーン大作戦に係わる窓口業務(団体か

ら郵送された申請書・実績報告書の受付等）です。

２　平成17年度の申請等手続について

（１） 助成対象団体

①団体の要件

自発的に美化保全活動を行う自治会やボランティア団体等であって、その構成員数が10人以上で、平成

17年４月からの平成18年２月までの間に３回以上の活動を行う団体です。

ただし、この事業の目的に合致しない団体は助成対象となりません。

②申請書提出先・募集期間

申請用紙は、４月１日以降、市役所、町村役場、上記県担当課・事務所において入手できます。また、県

のホームページからもダウンロードすることができます。

区　　　　　　分

河川・道路クリーン大作戦 沼田土木事務所（124－5511）

耕作放棄地クリーン大作戦 利根農業事務所（123－0188）

里山・平地林クリーン大作戦 利根環境森林事務所（122－4481）

高崎市新町116-
1第一生命ビル
８階特定非営利
活動法人ＮＰＯ
ぐんま

４月11日
～５月31日

問い合わせ先 提　出　先 募集期間

平成17年度道普請型ぐんまクリーン大作戦のご案内



笠
原
　
福
松
　
男
　
　
航
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女
　
こ
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鎌
　
田
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司
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◆
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
四
人

二
月
二
十
日
〜
三
月
十
九
日

わ
た
る

ま
　
　

お

か
　

な
ん

将来どんな人になってほしいですか

ちゃん（H16．４．16生）

田邊 伸幸・由起子さん（下平）のお子さん

命名

美順画数にこだわり、
名前を考えました。
女の子と分かったも
ののなかなか候補が
浮かばず、命名の本
を読みあさり、やっ
と選びました。

いつも笑顔で明る
く素直な子に育って
ほしいです。広い視
野を持ち、信じた道
を真っ直ぐ進んでい
けるよう親として手
伝っていきたいです。

み のり

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http：

//w
w
w
.vill.katashina.gunm

a.jp/
F
ax  0

2
7
8
（
5
8
）
2
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0

広
報
「
か
た
し
な
」
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

印
刷
／
利
根
印
刷
所

編集／片品村役場むらづくり観光課　 〒378-0498 群馬県利根郡片品村大字鎌田3967-3 10278（58）2112
Eメールアドレス　kanko@vill.katashina.gunma.jp

４月16日（土）内田病院
17日（日）国立沼田病院
23日（土）沼田脳神経外科
24日（日）利根中央病院
29日（金）沼田脳神経外科
30日（土）月夜野病院

５月１日（日）内田病院
５日（木）国立沼田病院
７日（土）国立沼田病院
８日（日）沼田脳神経外科
14日（土）利根中央病院
15日（日）月夜野病院

◆休日の病院◆

18

国民健康保険税　 第１期

納期は５月２日（月）です
今月の�
  納期は�
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個
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保
護
条
例
の
制
定
に
伴
い
、

四
月
一
日
以
降
受
付
の
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生
・
婚

姻
・
死
亡
届
に
つ
い
て
、
広
報
紙

へ
の
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を
、
片
品
村
住
民
登
録

者
で
、
掲
載
希
望
を
申
出
た
届
に

変
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い
た
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す
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掲
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を
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望
さ
れ
る
方
は
、
戸

籍
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書
を
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る
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申
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て
下

さ
い
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広
報
紙
の
お
め
で
た
、
お
く
や
み
の

掲
載
方
法
の
変
更
に
つ
い
て

■母：ミサ子さん
■職業は何ですか：花の駅・片品「花咲の湯」で働い
ています。

■趣味は何ですか：ショッピング・スノーボード
■片品をどう思いますか？、又、どうしたいですか
：片品村は自然が多く、静かな良い村だと思います。
多くの人に片品村の良さを知ってもらえるよう心が
けて働いています。若い人が頑張って活気のある村
になると良いと思っています。
冬だけじゃなく他の季節も片品村には片品にしか

ない良いところが、たくさんあるので若い人達から
年輩の方まで楽しめて癒される片品村になってほし
いと思います。

■好きな異性のタイプ：明るい人
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白 倉 　 渚 さ
ん 花咲（19才）

しら　 くら　　　 なぎさ

※各課の業務内容につきましては、広報かたし
な３月号をご覧下さい。

住 　 民 　 課

保 健 福 祉 課

生 活 環 境 課

農 林 建 設 課

事 　 業 　 課

む ら づ く り 観 光 課

総 　 務 　 課

総 　 務 　 課
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【役場庁舎１階】

議 　 会 　 事 　 務 　 局

【役場庁舎２階】

教 育 委 員 会 事 務 局
国 　 体 　 事 　 務 　 局

【中央公民館２階】

４月から役場業務の配置が
変わりました。

３月29日（火）

沼田土木事務所

管轄の国道120号

（金精道路）除雪

状況の視察が行

われました。菅

沼付近で軒下ま

でありました。




